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南　の　海　よ　リ

　南の海は手をつければ染りそうな紺青で，室を限る四周一線の7k李線，彊烈

な陽光，モクモクたる積凱雲，室を眞紅に染める日出，日入め現象，夜は全天

輝く星室で，明るい黄道光一西天から東天へ帯荻に一を絡夜眺め，怒濤を

乗切りでの裡に油断を許さぬ任務に就いてゐます．椰子の葉繁る南の島で正月

を迎へ，遙かに耐國を偲び，雑煮を祀ひました．

　船醇も全然なく盆々元氣，潮風と陽に焼け，南十字星を更に高ぐ仰ぎつ玉，

炎熱の世界を行きます・　　　　　　　曉2953部除　　宇　野　良　雄

彗星の篇眞について

　（前略）當Whipple－Fedtke彗星を奮騒より新春にかけ数回撮影，二月一一．s日

夜，久しぶりにて望見候塵，相當蛍光の様に付，彗星にてガイドして一時間短

篇を試みし盧，同封（口座一表紙第③頁）の如く，可也長き尾を認め，肉眼に

はさほどとは思はれざりしも，尾の長きに驚き劇毒．原板にては殆ど邊縁に淫

し居り候に付，七度位は有らうかと二二．而るに五日夜二時間の曝鷹には之ほ

どの尾は認め不得，其後月明の爲観望も撮影も不致候（下略）清水眞一
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調製費値上りのため下の如く頒布債格を改めます．

天文窮眞　（各一枚霊共）第一輯1圓SO＄9，第二輯1圓30銭，第三輯7圓50竣，

新撰天女エ’、ガキ　（コロタイプ版一組8赦）40鏡　㊦4鏡．


